
ＪＲＶＣボランティア規約 

 

  

ＪＲＶＣボランティア規約（以下、「本規約」といいます。）は日本レスキューボランティアセ

ンター（以下、「ＪＲＶＣ」といいます。）の登録者がボランティア活動を実施する際の活動範

囲とその規範について定めるものです。登録者は本規約に従いボランティア活動を実施して下

さい。 

 

＜第１章 総則＞ 

第１条 （適用） 

本規約は、ＪＲＶＣにボ ランティア登録を行った個人及び団体に適用します。 

 

第２条 （呼称） 

本規約に則った活動を「ＪＲＶＣボランティア」と呼称します。 

 

第３条 （所在） 

ＪＲＶＣボランティア本部を東京都渋谷区恵比寿１-２２-２３に置きます。 

 

第４条（目的） 

ＪＲＶＣボランティアの目的は次のとおりとします。 

(1)大災害発生時の「自助」「共助」のための活動 

(2)被災地での、復興のための活動 

(3)平常時における、ＪＲＶＣ定款第３条の目的に資する活動。 

 

＜第２章 ボランティア登録＞ 

第５条（登録） 

ボランティアを希望する場合には、ボランティア登録が必要です。 

ＪＲＶＣボランティア本部が別紙「ＪＲＶＣボランティア登録申込書」及び「誓約書」を受理

した時点でボランティア登録が完了します。 

尚、ＪＲＶＣ正会員及び準会員は入会と同時にボランティア登録が完了するものとします。 

 

第６条（登録の不承認） 

次の行為が認められた場合、登録申込を承認しないことがあります。 

(1)登録申込の際の申告事項に、虚偽の記載、誤記、記入漏れのあった場合 

(2)過去にＪＲＶＣからボランティア資格を取り消されたことがある場合 

(3)その他、ＪＲＶＣがボランティア登録を不適当と判断した場合 

 

第７条（有効期間及び更新） 

本規約に基づくボランティア登録期間は当該年の９月１日から翌８月３１日までの１年間とし、

ボランティア登録者（以下、「登録者」といいます。）からの退会連絡がない場合、自動更新と

します。 

 



第８条（変更の届け出） 

登録者は、その名称、住所、連絡先等、届出事項に変更が 生じた場合には、速やかにＪＲＶＣ

本部に変更を届け出るものとします。 

２ 登録者が第１項の変更の届出をしなかったことにより、不利益を被った 場合でも、当団体

はその責任を一切負わないものとします。 

 

第９条（退会） 

登録者は、ＪＲＶＣ本部への申し出によって、退会することができます。 

 

第１０条（会員資格の取消） 

ＪＲＶＣは、登録者が次の各号の 1 つに該当すると認めた場合、ボランテ ア資格を取り消す

ことができるものとします。 

(1)ＪＲＶＣの名誉を著しく傷つける行為、またはＪＲＶＣボランティアとしての品格を損な

う 行為があったと、ＪＲＶＣ本部が認めた場合 

(2)法令若しくは公序良俗に反する行為を行った場合 

(3)本規約又は、その他ＪＲＶＣが定める規約に違反した場合 

(4)その他、ＪＲＶＣがボランティアとして不適格と認める相当の事由が発生した場合 

 

＜第３章 個人情報等＞ 

第１３条（個人情報の取扱について） 

ＪＲＶＣは、登録者の個人情報を、登録者本人との連絡のために利用する他、将来、より良い

活動にするための調査・研究、活動の案内や報告書を届けるため等に個人情報を利用させてい

ただくこと があります。 

 

第１４条（規約の追加・変更） 

本規約に定めのない事項で必要と判断されるものについては、理事会の決議により定めるもの

とします。 

ＪＲＶＣは、理事会の決議により、本規約の全部または一 部を変更することができます。ＪＲ

ＶＣにより変更された本規約は、当団体のＷｅｂサイト上 に掲載された時点で効力を発する

ものとします。 

 

第１５条（免責および損害賠償） 

登録者は、ＪＲＶＣの活動に関連して取得した資料、情報等について、自らの判断によりその

利用の採否・方法等を決定するものとし、これらに起因して会員または第 三者が損害を被った

場合であっても、ＪＲＶＣは一切責任を負わないものとします。 

２ 万が一、ＪＲＶＣが会員に対して損害賠償責任を負う場合であっても、その原因の如何に 

関わらず、ＪＲＶＣは、間接損害、特別損害、免失利益ならびに第三者からの請求および軽過

失に基づく損害について、予見の有無に関わらず、責任を負わないものとします。 

３ 登録者が退会・除名等によりＪＲＶＣボランティア資格を喪失した後も、本条の規定は継続

して効力を有するものとします。 

 

付則 本規約は、２０１７年１０月２３日より発効します。 


